
水生生物による水質調査結果

平 成 19 年 度

綾川町立綾上中学校 ｢綾川｣



は じ め に

穏やかな青い海､ 大小の島々がある瀬戸内海や讃岐山脈から流れる中小の

河川など､ 香川県は､ 身近に親しめる変化に富んだ水環境に恵まれています｡

一方で､ 温暖少雨の気候に加え､ 狭い土地を利用しているため､ 川や海など

が水質汚濁の影響を受けやすくなっています｡

このことから県では､ 水環境の保全を図るため､ 平成21年度を目標年次と

する ｢第６次水質総量削減計画｣ を策定するとともに､ ｢香川県全県域生活

排水処理構想｣ を見直し､ 工場・事業場の排水対策をはじめ､ 下水道や合併

処理浄化槽等の生活排水処理施設の整備などの生活排水対策を推進していま

す｡

また､ 県民の方が環境についての理解を深め､ 環境保全の大切さについて

考えていただけるよう様々な施策を展開しています｡

その中でも水生生物調査は､ 中学生､ 高校生等に参加していただき､ 調査

を通じて身近な存在である川に対して関心を高めてもらうことを目的として

昭和60年度から毎年実施しております｡

この調査を機に､ 身近な水への理解をより一層深めていただき､ 私達を取

り巻く水環境を守っていくためには､ 私たち1人ひとりが何をすべきかとい

うことを考えていただく良い機会になれば幸いと考えております｡

最後に､ この調査にご参加､ ご協力いただいた皆様方に心からお礼申し上

げます｡

香川県環境森林部次長兼
環 境 管 理 課 長 大森 利春

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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１. 調査実施状況� 参 加 者 参加者は､ 表－１に示した25団体 (小学校８校､ 中学校10校､ 高等学校３校､ その
他４団体) の計758人である｡

表－１ 調査団体一覧

� 調査地点 各調査団体が､ 地域において選定した21河川55地点で調査を行った｡� 調査期間 平成19年６月３日～10月29日� 調査方法 環境省作成 ｢水生生物による簡易水質調査法について｣ に基づいて実施した｡
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№ 団 体 ・ 学 校 名 代表者名 参加人数 調 査 河 川

１ 土庄町立土庄中学校 科学部 田村 暁子 13 伝法川
２ 小豆島町立池田中学校 伊丹 浩之 10 殿川
３ 東かがわ市立誉水小学校 戸阪 国博 40 笠松川
４ さぬき市立大川第一中学校 真鍋 尚 22 爛川
５ さぬき市立造田小学校 村尾美由紀 47 鴨部川
６ 高松市環境保全課 田中 麻衣 3 春日川､ 葛谷川
７ 香川県立高松工芸高等学校 理科部 川村智寿代 7 摺鉢谷川､ 香東川
８ 日本ボーイスカウト香川連盟高松第10団 今岡 秀之 25 香東川
９ 香川県立高松西高等学校 理学部生物班 福家 英樹 3 香東川､ 内場川､ 貝股川､ 椛川
10 高松市立香東中学校 小岡 由佳 41 香東川
11 高松市立国分寺中学校 渡辺 忠俊 7 本津川
12 綾川町立綾南中学校 篠原 京子 21 綾川
13 綾川町立羽床小学校 松原 敏和 28 綾川
14 綾川町立綾上中学校 岡部 裕枝 10 綾川
15 綾川町立綾上小学校 福家 孝司 79 綾川
16 坂出市立府中小学校 松原 敏和 45 綾川
17 まんのう町立琴南中学校 長尾 和幸 15 土器川
18 香川県立多度津水産高等学校 中村 敏雄 9 金倉川
19 多度津町立豊原小学校 本田 正章 80 金倉川
20 多度津町立四箇小学校 本田 正章 95 弘田川
21 善通寺こどもエコクラブ 井上 修 24 弘田川
22 香川県立高瀬のぞみが丘中学校 細川 和浩 15 高瀬川
23 三豊市観音寺市学校組合立三豊中学校 篠原 弘子 7 財田川
24 中田井子ども会 香川 清矩 22 一の谷川
25 観音寺市立柞田小学校 亀山 哲夫 90 柞田川

合 計 758人 21河川



２. 調査結果� 調 査 結 果

水質階級別調査地点数は､ 表－２に示すとおり､ 水質階級がきれいな水と判定された地点は17地
点 (31％)､ 少しきたない水と判定された地点とあわせると36地点 (66％) であった｡ 一方､ きた
ない水及び大変きたない水と判定された地点は､ 合わせて19地点 (35％) であった｡

表－２ 水質階級別調査地点数

平成19年度の調査地点55地点のうち43地点が平成18年度と同じ地点での調査であった｡ これらの
43地点の水質階級を比較すると､ 同じであったところが32地点､ よくなったところが８地点､ 悪く
なったところが３地点であった｡

表－３ 前年度に対する水質階級の比較
(前年度と同一地点で実施された地点の比較)
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平成19年度
55地点

きれいな水
31％(17地点)

少しきたない水
35％(19地点)

きたない水
31％(17地点)

大変きたない水 ４％(２地点)

図－１ 水質階級別調査地点数の割合

水 質 階 級 調 査 地 点 数 割 合 (％)

き れ い な 水 Ⅰ 17 31

少 し き た な い 水 Ⅱ 19 35

き た な い 水 Ⅲ 17 31

大 変 き た な い 水 Ⅳ 2 4

計 55 100

前年度より
よくなった

前 年 度 と
変わらない

前年度より
悪くなった

全地点数

調査地点数 8 32 3 43

割合 (％) 19 74 7 100

�



� 指標生物の出現状況

指標生物の出現頻度および調査地点において最も数が多いと報告された指標生物 (優占種) の出
現頻度は､ 表－４のとおりである｡
平成19年度に最も多くの地点で出現した指標生物は､ スジエビ (30地点) であった｡

表－４ 指標生物の出現頻度及び優占種となった指標生物の出現頻度

(注) 割合については四捨五入のため､ 合計が100％にならないことがある｡
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水質階級 指標生物
指標生物の
出現頻度
(回)

指標生物の
出現割合
(％)

階級別
出現割合
(％)

優占種と
なった頻度
(回)

優占種に
なった割合
(％)

Ⅰきれいな水

１ ア ミ カ 2 0.6

30.3

0 0.0

２ ウ ズ ム シ 14 4.2 3 2.7

３ カ ワ ゲ ラ 15 4.5 3 2.7

４ サ ワ ガ ニ 15 4.5 6 5.5

５ ナガレトビケラ 7 2.1 0 0.0

６ ヒラタカゲロウ 13 3.9 1 0.9

７ ブ ユ 8 2.4 1 0.9

８ ヘ ビ ト ン ボ 15 4.5 9 8.2

９ ヤマトビケラ 12 3.6 4 3.6

Ⅱ少しきたない水

10 イシマキガイ 2 0.6

33.0

0 0.0

11 オオシマトビケラ 5 1.5 4 3.6

12 カ ワ ニ ナ 18 5.4 9 8.2

13 ゲンジボタル 7 2.1 0 0.0

14 コオニヤンマ 13 3.9 1 0.9

15 コガタシマトビケラ 8 2.4 3 2.7

16 ス ジ エ ビ 30 9.0 19 17.3

17 ヒラタドロムシ 15 4.5 5 4.5

18 ヤマトシジミ 12 3.6 2 1.8

Ⅲきたない水

19 イソコツブムシ 6 1.8

26.1

2 1.8

20 タ イ コ ウ チ 3 0.9 0 0.0

21 タ ニ シ 19 5.7 6 5.5

22 ニホンドロソコエビ 4 1.2 1 0.9

23 ヒ ル 28 8.4 18 16.4

24 ミズカマキリ 8 2.4 0 0.0

25 ミ ズ ム シ 19 5.7 9 8.2

Ⅳ大変きたない水

26 アメリカザリガニ 8 2.4

10.5

1 0.9

27 エ ラ ミ ミ ズ 4 1.2 0 0.0

28 サカマキガイ 9 2.7 3 2.7

29 セスジユスリカ 10 3.0 0 0.0

30 チ ョ ウ バ エ 4 1.2 0 0.0



� 河川別調査結果の概要

河川別調査結果の概要は次のとおりである｡ また､ 各調査地点における水質階級は､ 図－２及び
表－５のとおりである｡

① 伝法川水系

伝法川水系では伝法川３地点､ 殿川上流３地点の計６地点で調査が行われ､ 伝法川上流で“きれ
いな水”､ 中流で“少しきたない水”､ 下流で“大変きたない水”と判定された｡ 殿川では､ 上流
３地点で“きれいな水”～“少しきたない水”と判定された｡ また､ この水系での優先種は伝法川
上流カワゲラ､ サワガニ､ 中流でヤマトビケラ､ スジエビ､ 下流でカワニナ､ ヒルであった｡ 殿川
上流ではヤマトビケラ､ カワニナが優先種であった｡

② 笠松川

笠松川では１地点で調査が行われ､ “きれいな水”と判定された｡ この川の優先種は､ ヘビトン
ボであった｡

③ 爛川

爛川では３地点で調査が行われ､ 中流～上流で“きれいな水”と判定された｡ この川の優先種は､
上流でサワガニ､ スジエビ､ 中流でブユ､ ヘビトンボ､ スジエビであった｡

④ 鴨部川

鴨部川では中流１地点で調査が行われ､ “きたない水”と判定された｡ この川の優先種はニホン
ドロソコエビ､ ヒルであった｡

⑤ 新川水系

新川水系では春日川４地点､ 葛谷川２地点の計６地点で調査が行われ､ 春日川で“少しきたない
水”､ “大変きたない水”､ 葛谷川で“きれいな水”～“少しきたない水”と判定された｡ また､
この水系の優先種は､ 春日川でスジエビ､ カワニナ､ ミズムシ､ 葛谷川でサワガニ､ コオニヤンマ､
スジエビであった｡

⑥ 摺鉢谷川

摺鉢谷川では１地点で調査が行われ､ “少しきたない水”と判定された｡ この川の優先種はオオ
シマトビケラ､ コガタシマトビケラであった｡

⑦ 香東川水系

香東川水系では､ 香東川10地点､ 内場川１地点､ 貝股川１地点､ 椛川１地点の計13地点で調査が
行われ､ 香東川上流で“きれいな水”､ 中流で“きれいな水”～“きたない水”､ 下流で“きたな
い水”と判定された｡ 香東川の主な優先種はヒル､ ミズムシ､ ヘビトンボであった｡ 内場川､ 貝股
川､ 椛川ではカワニナであった｡

⑧ 本津川

本津川では中流１地点で調査が行われ､ “きたない水”と判定された｡ この川の優先種はヒル､
ミズムシであった｡

⑨ 綾川

綾川では９地点で調査が行われ､ 上流で“きれいな水”～“きたない水”､ 中流で“少しきたな
い水”～“きたない水”､ 下流で“少しきたない水”と判定された｡ この川の優先種は上流､ 中流
でタニシ､ スジエビ､ 下流でオオシマトビケラ､ コガタシマトビケラ､ スジエビであった｡

⑩ 土器川

土器川では上流１地点で調査が行われ､ “きれいな水”と判定された｡ この川の優先種はサワガ
ニ､ ヒラタカゲロウ､ ヘビトンボであった｡

⑪ 金倉川

金倉川では下流２地点で調査が行われ､ “少しきたない水”～“きたない水”と判定された｡ こ
の川の優先種はヒル､ カワニナ､ ヒラタドロムシ､ イソコツブムシであった｡
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⑫ 弘田川

弘田川では２地点で調査が行われ､ 上流で“少しきたない水”､ 下流で“きたない水”と判定さ
れた｡ この川の優先種はヒル､ ヒラタドロムシ､ ヤマトシジミ､ イソコツブムシであった｡

⑬ 高瀬川

高瀬川では中流２地点で調査が行われ､ “きたない水”と判定された｡ この川の優先種はヒル､
ミズムシ､ サカマキガイであった｡

⑭ 財田川

財田川では中流～下流４地点で調査が行われ､ “少しきたない水”～“きたない水と判定された｡
この川の優先種は､ 中流でコガタシマトビケラ､ スジエビ､ ヒル､ ミズムシ､ 下流でスジエビ､ ヒ
ル､ ミズムシであった｡

⑮ 一の谷川

一の谷川では上流５地点で調査が行われ､ “少しきたない水”と判定された｡ この川の優先種は､
スジエビであった｡

⑯ 柞田川

柞田川では下流１地点で調査が行われ､ “きたない水”と判定された｡ この川の優先種はスジエ
ビ､ アメリカザリガニであった｡
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調査結果総括表



〈凡例〉� 調査団体番号�次の番号を用いた｡
� 天候�次の記号を用いた｡
Ｆ�晴れ Ｃ�曇り Ｒ�雨� 生物を採取した場所�次の番号を用いた｡
１�川の中心
２�上流から見て右岸
３�上流から見て左岸� 流速�次の記号を用いた｡
Ｆ�速い (60㎝／秒以上)
Ｍ�普通 (30～60㎝／秒)
Ｓ�遅い (30㎝／秒以下)� 川底の状態�次の番号を用いた｡
１�頭大の石が多い
２�こぶし大の石が多い
３�小石と砂
４�コンクリート
５�砂と泥
６�泥
７�コケ
８�その他� 指標生物の出現状況
出現状況の欄に○印をつけた｡ ただし､ 出現した指標生物のうち､ 最も多かった種類
には●印をつけた｡
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№ 団 体 ・ 学 校 名 № 団 体 ・ 学 校 名

１ 土庄町立土庄中学校 科学部 14 綾 川 町 立 綾 上 中 学 校

２ 小 豆 島 町 立 池 田 中 学 校 15 綾 川 町 立 綾 上 小 学 校

３ 東 か が わ 市 立 誉 水 小 学 校 16 坂 出 市 立 府 中 小 学 校

４ さ ぬ き 市 立 大 川 第 一 中 学 校 17 ま ん の う 町 立 琴 南 中 学 校

５ さ ぬ き 市 立 造 田 小 学 校 18 香川県立多度津水産高等学校

６ 高 松 市 環 境 保 全 課 19 多 度 津 町 立 豊 原 小 学 校

７ 香川県立高松工芸高等学校 理科部 20 多 度 津 町 立 四 箇 小 学 校

８ 日本ボーイスカウト香川連盟高松第10団 21 善 通 寺 こ ど も エ コ ク ラ ブ

９ 香川県立高松西高等学校 理学部生物班 22 香川県立高瀬のぞみが丘中学校

10 高 松 市 立 香 東 中 学 校 23 三豊市観音寺市学校組合立三豊中学校

11 高 松 市 立 国 分 寺 中 学 校 24 中 田 井 子 ど も 会

12 綾 川 町 立 綾 南 中 学 校 25 観 音 寺 市 立 柞 田 小 学 校

13 綾 川 町 立 羽 床 小 学 校



� 生活環境の保全に関する環境基準 (河川)
わたしたちの身近な河川などについて､ 各利用目的 (例えば水道の水に利用される)
などを考慮し環境保全上､ 維持､ 達成することが望ましい環境基準として次のとおり定
められている｡

河川の環境基準
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類型 県内の河川

基準値

水素イオン濃度

(pH)

生物化学的酸素要求量

(BOD)

ＡＡ 県内にＡＡ類型の河川はない｡
6.5以上
8.5以下

１㎎/�以下
Ａ

馬宿川､ 湊川､ 津田川､ 香東
川上流､ 本津川上流､ 綾川､
土器川､ 金倉川､ 弘田川､ 財
田川上流など｡

6.5以上
8.5以下

２㎎/�以下
Ｂ

新川､ 香東川上流､ 本津川下
流､ 大束川上流､ 財田川下流､
柞田川､ 伝法川など｡

6.5以上
8.5以下

３㎎/�以下
Ｃ 番屋川､ 大束川下流など｡

6.5以上
8.5以下

５㎎/�以下
Ｄ 相引川､ 一の谷川など｡

6.0以上
8.5以下

８㎎/�以下
Ｅ 摺鉢谷川､ 西汐入川など｡

6.0以上
8.5以下

10㎎/�以下
※ 河川の環境基準は､ 水素イオン濃度､ 生物化学的酸素要求量のほか､ 浮遊物質量､
溶存酸素量､ 大腸菌群数などについても定められている｡
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調
査
河
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と
調
査
地
点

表
－
５
調
査
結
果
一
覧
表

河 川 名

調 査 地 点 名

地 点 番 号

調 査 団 体 番 号

調 査 年 月 日

天 気
水 温 ℃

川 幅 ｍ

生 物 採 取 場 所

水 深 ㎝

流 れ の 速 さ

川 底 の 状 態

水 質 階 級 の 判 定

指
標
生
物
の
出
現
状
況

環 境 基 準 類 型

B
O
D
値

昨 年 度 の 水 質 階 級 の 判 定

昨 年 度 の 調 査 地 点 番 号

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

年 平 均 値

75 ％ 値
ア ミ カ

ウ ズ ム シ

カ ワ ゲ ラ

サ ワ ガ ニ

ナ ガ レ ト ビ ケ ラ

ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ

ブ ユ
ヘ ビ ト ン ボ

ヤ マ ト ビ ケ ラ

イ シ マ キ ガ イ

オ オ シ マ ト ビ ケ ラ

カ ワ ニ ナ

ゲ ン ジ ボ タ ル

コ オ ニ ヤ ン マ

コ ガ タ シ マ ト ビ ケ ラ

ス ジ エ ビ

ヒ ラ タ ド ロ ム シ

ヤ マ ト シ ジ ミ

イ ソ コ ツ ブ ム シ

タ イ コ ウ チ

タ ニ シ

ニ ホ ン ド ロ ソ コ エ ビ

ヒ ル
ミ ズ カ マ キ リ

ミ ズ ム シ

ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

エ ラ ミ ミ ズ

サ カ マ キ ガ イ

セ ス ジ ユ ス リ カ

チ ョ ウ バ エ

伝
法
川
銚
子
渓

1-
1
1
H
19
.7
.3
1
F
23
.5
3
2
20
F
1
Ⅰ

○
●
●

○
○

○
B

Ⅰ
1-
1

蓬
莱
橋

1-
2
1
H
19
.7
.3
1
F
29
.5
7
2
40
S

5
Ⅱ

○
○

●
○

●
○
○
○

○
B
2.
12
.9
Ⅱ

1-
2

西
條
橋

1-
3
1
H
19
.7
.3
1
F
28
.5
8
1
10
S
3
Ⅳ

●
○
○

○
●

○
○
○
○
○
B

Ⅱ
1-
3

殿
川
水
天
宮
下

2-
1
2
H
19
.8
.7

F
22
.0
1
1
30
M

1
Ⅰ

○
○

○
○
●

●
○
○

B
Ⅰ

2-
1

殿
川
上
流

2-
2
2
H
19
.8
.7

F
23
.0
3
1
40
M
4,
6
Ⅰ

○
○

○
●

●
○

B
Ⅰ

2-
2

殿
川
ダ
ム
入
口

2-
3
2
H
19
.8
.7

F
23
.1
6
1
30
M

4
Ⅱ

●
●

●
B

Ⅱ
2-
3

笠
松
川

水主
コミ
ュニ
ティ
セン
ター
前
3-
1
3
H
19
.6
.2
8
C
26
.0
2
1
15
S
3
Ⅰ

○
○

●
○

○
○

A
1.
01
.6

爛
川

南
川
少
年
自
然
の
家
横
4-
1
4
H
19
.6
.2
0
F
23
.0
1
1,
2,
3
20
M

3
Ⅰ

●
○
○

○
○

●
○

A
Ⅰ

3-
1

一
の
瀬
橋
北
側

4-
2
4
H
19
.6
.2
6
F
23
.8
1.
5
1,
2,
3
20
S
3
Ⅰ

○
○
○
○
●

○
○
○

●
○
○

A
爛
川
新
橋
付
近

4-
3
4
H
19
.6
.1
5
R
20
.0
1
1,
2,
3
20
M

2
Ⅰ

○
○

●
○

○
●

○
○
○
○

A
Ⅰ

3-
2

鴨
部
川
片
山
橋
付
近

5-
1
5
H
19
.6
.1
7
C
21
.0
3
2
25
S
3,
5
Ⅲ

○
○

○
○
●
●
○

○
A

Ⅲ
4-
1

春
日
川

大
亀
新
橋
上
流

6-
1
6
H
19
.8
.3
0
C
29
.2
2.
4
2
20
F
5
Ⅱ

●
●

B
Ⅱ

5-
1

川
島
橋
南

6-
2
6
H
19
.8
.3
0
C
26
.5
10

3
30
S
5
Ⅳ

●
○
○
○

B
Ⅱ

5-
2

川
添
橋

6-
3
6
H
19
.8
.3
0
C
29
.4
3
2
35
S
3
Ⅱ

●
○

○
B

Ⅱ
5-
4

元
山
橋

6-
4
6
H
19
.8
.3
0
C
28
.3
1
3
5
S
3
Ⅱ

○
●
○

●
B

Ⅱ
5-
5

葛
谷
川
葛
谷
橋
上
流

7-
1
6
H
19
.8
.3
0
C
23
.8
0.
7
2
15
M

3
Ⅰ

●
○

○
B

Ⅰ
7-
1

葛
谷
橋
上

7-
2
6
H
19
.8
.3
0
C
23
.3
0.
8
2
8
M

3
Ⅱ

●
●

B
Ⅰ

7-
2

摺
鉢
谷
川

市
営
峰
山
墓
地
付
近
8-
1
7
H
19
.8
.1
3
F
19
.5
0.
5
1,
2,
3
10
S
1,
3
Ⅱ

○
●

●
E
2.
22
.4
Ⅲ

9-
2

香
東
川

虹
ノ
滝
橋

9-
1
9
H
19
.8
.1
1
F
27
.1
3
1,
2,
3
30
S
1
Ⅰ

●
○
○

A
Ⅰ

10
-1

後
川
の
沈
下
橋
上
流
9-
2
9
H
19
.8
.1
1
F
23
.5
15
1,
3
30
F
2,
3
Ⅰ

●
○

○
●

○
○

A
10
-2

音
川
橋

9-
3
9
H
19
.8
.1
1
F
22
.6
10

2
10
F
1,
3
Ⅰ

●
○

●
○

○
A

Ⅰ
10
-3

岩
崎
橋
上
流

9-
4
9
H
19
.7
.2
2
R
22
.0
15
2,
3
30
F
2,
3
Ⅰ

●
○

●
A
0.
91
.0
Ⅰ

10
-4

河
辺
橋
上
流

9-
5
9
H
19
.7
.2
2
C
24
.5
2
1,
2,
3
20
M

1
Ⅲ

○
●

○
●

B
Ⅲ

10
-5

成
合
橋
付
近

9-
6
10
H
19
.7
.1
1
C
25
.0
3.
5
2,
3
50
S
2,
3,
7
Ⅱ

○
○
●

○
○

○
●

B
中
森
大
橋
下
流

9-
7
9
H
19
.7
.2
2
F
24
.5
10
2,
3
20
F
2,
3
Ⅲ

●
●

●
○
B

Ⅲ
10
-6

御
殿
橋
付
近

9-
8
8
H
19
.6
.1
0
F
24
.3
10

1
20
M

2
Ⅲ

○
○

○
●

●
○

B
Ⅱ

10
-7

御
殿
場
浄
水
場
横

9-
9
9
H
19
.7
.2
2
C
27
.3
5
1,
3
30
M
2,
5
Ⅲ

●
●

○
B

Ⅳ
10
-8

水
潜
橋
付
近

9-
10
7
H
19
.8
.1
4
F
29
.0
10
1,
2,
3
20
M
3,
5
Ⅲ

○
○

●
●

○
B
2.
42
.5
Ⅲ

10
-9

内
場
川
一
の
内
橋

10
-1
9
H
19
.8
.1
1
F
21
.3
4
1,
2,
3
30
M
2,
3
Ⅰ

○
○

●
●

Ⅰ
12
-1

貝
股
川

下貝
ノ股

集落
上流

の砂
防ダ

ム
11
-1
9
H
19
.8
.1
1
C
23
.0
2
1,
2,
3
20
S
1,
3
Ⅰ

○
●

○
●

Ⅰ
13
-1

椛
川

中筋
集落

砂防
ダム

下流
12
-1
9
H
19
.8
.1
1
F
26
.0
2
1,
2,
3
20
S
1,
3
Ⅰ

●
○

●
○

Ⅰ
14
-3

(
)
(
)

(
)
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河 川 名

調 査 地 点 名

地 点 番 号

調 査 団 体 番 号

調 査 年 月 日

天 気
水 温 ℃

川 幅 ｍ

生 物 採 取 場 所

水 深 ㎝

流 れ の 速 さ

川 底 の 状 態

水 質 階 級 の 判 定

指
標
生
物
の
出
現
状
況

環 境 基 準 類 型

B
O
D
値

昨 年 度 の 水 質 階 級 の 判 定

昨 年 度 の 調 査 地 点 番 号

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

年 平 均 値

75 ％ 値
ア ミ カ

ウ ズ ム シ

カ ワ ゲ ラ

サ ワ ガ ニ

ナ ガ レ ト ビ ケ ラ

ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ

ブ ユ
ヘ ビ ト ン ボ

ヤ マ ト ビ ケ ラ

イ シ マ キ ガ イ

オ オ シ マ ト ビ ケ ラ

カ ワ ニ ナ

ゲ ン ジ ボ タ ル

コ オ ニ ヤ ン マ

コ ガ タ シ マ ト ビ ケ ラ

ス ジ エ ビ

ヒ ラ タ ド ロ ム シ

ヤ マ ト シ ジ ミ

イ ソ コ ツ ブ ム シ

タ イ コ ウ チ

タ ニ シ

ニ ホ ン ド ロ ソ コ エ ビ

ヒ ル
ミ ズ カ マ キ リ

ミ ズ ム シ

ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

エ ラ ミ ミ ズ

サ カ マ キ ガ イ

セ ス ジ ユ ス リ カ

チ ョ ウ バ エ

本
津
川
山
内
橋
下

13
-1
11
H
19
.7
.2
6
F
26
.3
8.
5
1,
3
22
S
1,2
,3,
4
Ⅲ

○
○
○

●
●

A
Ⅰ

15
-1

綾
川

柏
原
渓
谷

14
-1
14

H
19
.7
.6
C
20
.9
5
2
25
F
1,2
,3,4
,5,7
Ⅰ

○
●
○
○
○

●
●

○
A

Ⅰ
16
-1

長
柄
ダ
ム
下

14
-2
14

H
19
.6
.7

F
19
.6
5
1
50
M
1,6
,7,
8
Ⅱ
○

○
○
○

●
○
○

○
○

○
●

○
A

Ⅱ
16
-3

城
下
橋
下
流

14
-3
15
H
19
.7
.1
1
C
21
.0
10

3
30
M

2
Ⅱ
○
○
○

○
○
○
○

○
○

●
○
○

○
○
●
○
○

○
○

A
山
田
橋
上
流

14
-4
14
H
19
.5
.2
9
C
19
.4
5
1
20
S
1,3
,5,6
,7,8
Ⅲ

●
○

●
○
○
○

○
A

Ⅰ
16
-4

宮
武
橋
上
流

14
-5
12
H
19
.7
.2
4
F
23
.0
8
1,
2,
3
30
M

2
Ⅱ

○
●
●

●
○

A
宮
武
橋
下
流

14
-6
13

H
19
.9
.4

F
25
.0
20

3
30
M

2
Ⅱ

●
●

○
○
○

○
○

A
白
髪
淵
橋
下
流

14
-7
12
H
19
.7
.2
4
F
23
.0
6
3
40
F
2
Ⅲ

○
●

●
○

A
Ⅱ

16
-6

滝
宮
橋
上
流

14
-8
12
H
19
.7
.2
4
F
25
.0
20

2
25
M

3
Ⅲ

○
●

●
○

A
Ⅲ

16
-7

石
井
橋
上
流

14
-9
16

H
19
.8
.1

F
25
.0
20

3
20
M

2
Ⅱ

○
○
○

○
○
○

●
●
●

○
○

A
土
器
川

琴
南
地
区
滝
山
付
近
15
-1
17
H
19
.7
.2
5
F
21
.0
8
2,
3
50
M

2
Ⅰ

○
●

●
●
○

○
○
○
○

○
○

A

金
倉
川

金
倉
橋
付
近

16
-1
18
H
19
.1
0.
11
C
22
.5
6.
3
1
15
M

2
Ⅱ

●
○
○

●
A

Ⅱ
18
-2

健
康
橋
付
近

16
-2
19
H
19
.6
.1
6
F
25
.0
7
1,
2,
3
35
M

2
Ⅲ

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
●
○
●
○
○

●
○
○

○
○
○
○
A
4.
94
.0
Ⅱ

18
-3

弘
田
川

西
部
小
学
校
前

17
-1
21

H
19
.6
.3
C
20
.0
4.
5
1
15
S
3
Ⅱ

○
○
●

○
●

○
A

Ⅱ
19
-1

山
階
橋

17
-2
20
H
19
.6
.1
6
F
25
.0
7
1,
2,
3
35
M

2
Ⅲ

○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
●
○
●

○
○
●
○
○

○
○
○
○
A
3.
64
.9
Ⅲ

19
-2

高
瀬
川

高
瀬
橋
上
流
20
0ｍ

18
-1
22
H
19
.6
.1
8
C
24
.0
0.
9
1
10
S
2
Ⅲ

○
●

○
●

B
4.
55
.1
Ⅲ

20
-1

高
瀬
橋

18
-2
22
H
19
.6
.1
8
C
26
.0
3.
5
3
10
S
3
Ⅲ

●
●

B

財
田
川

長
瀬
橋
付
近

19
-1
23

H
19
.8
.2
C
23
.0
6
2
30
M

1
Ⅱ

●
●

○
A

Ⅱ
21
-6

祗
園
橋

19
-2
23
H
19
.7
.2
7
F
24
.0
10

3
30
S
1
Ⅲ

●
●

A
1.
20
.9
Ⅲ

21
-7

江
藤
橋

19
-3
23

H
19
.8
.6

F
25
.0
6
3
30
M
2,
3
Ⅱ

●
B
1.
41
.1
Ⅲ

21
-1
0

本
山
橋

19
-4
23

H
19
.8
.2
C
25
.0
15

3
30
M
1,
2
Ⅲ

○
○

●
●

B
1.
72
.8
Ⅲ

21
-1
2

一
の
谷
川

逆
井
出

20
-1
24
H
19
.1
0.
29
F
25
.0
0.
5
1
10
M

3
D

墓
地
北

20
-2
24
H
19
.1
0.
29
F
25
.0
0.
7
1
10
M

3
D

分
れ
股

20
-3
24
H
19
.1
0.
29
F
25
.0
3
1
40
M

3
Ⅱ

●
○

D
出
水

20
-4
24
H
19
.1
0.
29
F
25
.0
5
1
5
S
6

D
小
ユ
ル
の
カ
マ

20
-5
24
H
19
.1
0.
29
F
25
.0
2
1
40
F
4
Ⅱ

●
○

D
柞
田
川

広
野
橋
上
流

21
-1
25
H
19
.6
.2
9
F

3
1
40
M

2
Ⅲ

●
○

●
B

Ⅲ
22
-1

(
)
(
)

(
)



― 11 ―



付 録

出典�｢川の生きものをしらべよう｣ (環境省､ 国土交通省)



水のきれいさの程度と生物について
川の中にはたくさんの生物がすんでいます｡ 川の中にすむ生物の種類は､ 水の中に溶け

ている酸
さん

素
そ

の量 (溶
よう

存
ぞん

酸
さん

素
そ

) と深い関係にあります｡ 川の水に溶けている酸素の量は､ 水

温と水の汚れの程度によって変わり､ 水温が低いほどたくさんの酸素が溶け､ 水温が高く

なれば溶ける量は小さくなります｡ また､ 酸素は水中の植物によっても作られますが､ 汚

れている川では水中に溶けている酸素が細
さい

菌
きん

等によってたくさん使われることから､ 酸素

の量が少なくなってしまいます｡

酸素の量が少なくなるときれいな水にすむ生物はすめなくなり､ 汚れたところの生物が

多く見られるようになります｡ このように､ 水に溶けている酸素の量とそこにすむ生物の

関係から､ その地点の生物を調べることにより､ 水質など川の環
かん

境
きょう

の状
じょう

態
たい

が分かります｡

このように川の環境の状態を私たちに教えてくれる生物を 『指標生物』 といいます｡

水のきれいさの程度をきれいな水 (水質階級Ⅰ)､ 少しきたない水 (水質階級Ⅱ)､ きた

ない水 (水質階級Ⅲ)､ 大変きたない水 (水質階級Ⅳ) の４階級に分け､ それぞれの水質

階級にすんでいる指標生物 (30種類) を下の表に示しました｡ これらの指標生物は､ 水の

汚れに敏
びん

感
かん

なものの中から､ 目でみることができる大きさで､ 日本全国に広く分布してい

る生物をとりあげています｡

水
すい

質
しつ

階
かい

級
きゅう

と指
し

標
ひょう

生
せい

物
ぶつ

の関係
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きれいな水 (Ⅰ) の指標生物 少しきれいな水 (Ⅱ) の指標生物

カワゲラ

ヒラタカゲロウ

ナガレトビケラ

ヤマトビケラ

ヘビトンボ

ブユ

アミカ

サワガニ

ウズムシ

コガタシマトビケラ

オオシマトビケラ

ヒラタドロムシ

ゲンジホタル

コオニヤンマ

スジエビ

ヤマトシジミ※

イシマキガイ※

カワニナ

きたない水 (Ⅲ) の指標生物 大変きたない水 (Ⅳ) の指標生物

ミズカマキリ

タイコウチ

ミズムシ

イソコツブムシ※

ニホンドロソコエビ※

タニシ

ヒル

セスジユスリカ

チョウバエ

アメリカザリガニ

サカマキガイ

エラミミズ

注) ※は海水の少し混ざっている汽
き

水
すい

域
いき

の生物



― 15 ―



― 16 ―



― 17 ―

平成 年度 調査結果集計用紙 (提出用)

調査団体名
複数団体が合同で実施している場合は､ 代表的な団体名をひと
つ記入し､ 他の団体名は代表的な団体の後ろに ( ) をつけて
記入して下さい｡

市町村名 調査参加人数 人

調査担当者名 連絡先住所 〒

担当者連絡先 TEL FAX E-mail

指標生物 (見つかった指標生物に○印､ 数が多かった上位
から２種類 (最大３種類) に●印をつけて下さい)

調査地点の概要
(生物を採取した場所の状況について記入して下さい)

水
質
階
級
Ⅰ

１ アミカ
調査河川名

２ ウズムシ
３ カワゲラ

調査地点名
４ サワガニ
５ ナガレトビケラ

昨年度の調査状況
(昨年度調査に参加した方
のみチェックして下さい)

今年の調査地点は昨年度と同じですか？
□ 同じ場所で調査した
昨年度の水質階級は□ Ⅰ □ Ⅱ □ Ⅲ □ Ⅳ
□ ちがう場所で調査した

６ ヒラタカゲロウ
７ ブユ
８ ヘビトンボ
９ ヤマトビケラ

調査日時 年 月 日 時
開始時刻を24時間で記入して下さい｡(午後２時は14時)

水
質
階
級
Ⅱ

10 イシマキガイ
11 オオシマトビケラ

天気 □ はれ □ くもり □ 雨
調査時の天気をチェックして下さい12 カワニナ

13 ゲンジボタル 水質 ℃ (小数点１桁まで記入して下さい)
14 コオニヤンマ

川幅 約 ｍ
水の流れの幅を記入して下さい(小数点１桁まで記入できます)15 コガタシマトビケラ

16 スジエビ

生物採取場所

□ 川の中心
□ 上流から見て右岸
□ 上流から見て左岸
採取した場所をチェックして下さい

17 ヒラタドロムシ
18 ヤマトシジミ

水
質
階
級
Ⅲ

19 イソコツブムシ
20 タイコウチ

水深 約 ㎝
採取した場所の平均的な水深を記入して下さい21 タニシ

22 ニホンドロソコエビ 以下は､ 生物を採取した場所にあてはまるものをチェックして下さい

23 ヒル
流れのはやさ

□ 速い (毎秒60㎝以上)
□ 普通 (毎秒30～60㎝)
□ 遅い (毎秒30㎝以下)

24 ミズカマキリ
25 ミズムシ

水
質
階
級
Ⅳ

26 アメリカザリガニ

川底の状態

□ 頭大の石が多い □ こぶし大の石が多い
□ 小石と砂 □ コンクリート
□ 砂と泥 □ 泥
□ コケ □ その他

27 エラミミズ
28 サカマキガイ
29 セスジユスリカ
30 チョウバエ

水のにおい
□ においは感じられない
□ においが感じられる

(ドブ､ 石油､ 薬のような不快感のあるにおい)
水質
階級
の
判定

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
1.○印と●印の個数
2.●印の個数

水のにごり
□ 透明またはきれい
□ 少しにごっている
□ 大変にごっている

3.合計 (１欄＋２欄)
この地点の水質階級は です

その他の生物 (水生昆虫､ 貝､ エビ・カニ類) 魚 類

水草類 鳥 類 その他､ 気づいたこと



水生生物による水質調査結果 (平成19年度)
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